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令和４年度第 2 回地球温暖化対策おおいた市民会議 議事要旨 

 

◆日時：令和 5 年 2 月１3 日（月） １４時～１５時３０分       

場所：大分市役所８階 大会議室 

出席者：委員２７人（欠席６人） 

：事務局７人 

 ：大分県地球温暖化防止活動学生推進員関係者 8 人 

 

◆次第 

  １．開会 

  ２．委員長あいさつ 

  ３．議事 

   （１）2019 年度（令和元年度）大分市の温室効果ガス排出量について 

  ４．報告 

(１）各部会等の取組について 

１）令和 4 年度普及啓発部会の取組について 

２）令和 4 年度地球温暖化対策講座について 

３）令和 4 年度実行計画推進部会の取組について 

（２）地球温暖化対策おおいた市民会議全体の取組および大分市の取組について 

  ５．事例報告 

（１）大分県地球温暖化防止活動学生推進員からの活動事例報告 

  ６．委員よりお知らせ 

  ７．閉会 

 

◆会議内容 

【議事】 

（１）２０１9 年度（令和元年度）大分市の温室効果ガス排出量について、事務局より報告いたしました。 

・ 温室効果ガス排出量について、基準年度比では削減されているものの、前年度比では若干増加して

いることについて、ポイントとなる部分を事務局よりご説明いたしました。 

・ 温室効果ガス排出量については「第３期大分市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」に基づい

た削減目標に基づき資料を作成していますが、最新の国の削減目標と乖離があることについて質問

をいただきました。 

・ 現在、大分市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）について、最新の国の削減目標と整合性のあ

るものへ改定を検討している旨、ご説明いたしました。 

 

【報告】 

（１）各部会等の取組について、各部会長及び担当委員よりご説明いただきました。 

（2）地球温暖化対策おおいた市民会議全体の取組および大分市の取組について、事務局より報告いた

しました。 

・ いずれも質問や意見はございませんでした。 
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【事例報告】 

（１）大分県地球温暖化防止活動学生推進員（以下、学生推進員。）からの活動事例報告について、学生

推進員よりご報告いただきしました。 

・ 別府大学の学生推進員より、森林の役割と地球温暖化の現状について学習する、チャレンジシート

を利用した教育ツールについて、日本文理大学の学生推進員より、電気の働きや発電の大変さを知

り、節電の意識を高める、発電機と模型等を組み合わせた教育ツールについてご説明いただきまし

た。 

・ 目的のために、地道に多くの方に知ってもらうことからスタートするということは、行政の実施する啓

発と同じ考えであり、行政の活動もうまく取り込みながら、さらに活動を発展させてほしい等の意見

をいただきました。 

・ 別府大学の学生推進員へ、チャレンジシートを利用した際、どのようなチャレンジを選択する人が多

かったか等の質問があり、お答えいただきました。 

・ 日本文理大学の学生推進員へ、模型等を動かす電源として、人力による発電を選んだ理由等の質

問があり、お答えいただきました。 

・ その他、学生推進員へのアドバイスや、今後の活動へ期待するご感想をいただきました。 

 

【委員からのお知らせ】 

 今回は、委員の皆様からのお知らせはありませんでした。 

 

【閉会】 

 第８期地球温暖化対策おおいた市民会議の最後の会議となるにあたり、坂井委員長より委員の皆さまと

事務局へ労いの言葉をいただきました。また、事務局より委員長をはじめ委員の皆さまへ感謝を申し上げ、

会議を閉会いたしました。 


